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【薬局】2023年7月26日 中医協総会（調剤１）
「体制評価」
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○2024年度診療報酬・介護報酬の同時改定に向けて、中医協総会においてテーマごとの議論
が始まっています

○9月までに課題と論点の整理（第1ラウンド）が行われ、10月より個別・具体的な検討・議論
（第2ラウンド）が実施され、例年、年明け1月に諮問、2月に答申、3月初旬に告示が行わ
れます

○7月26日の中医協総会では「調剤について（その1）」の中で調剤報酬の評価について課題
などが示されました

○本資料では、体制評価について今後の議論のポイントとなりそうな課題を抜粋し、総会での

の各委員から述べられた意見を要約しています
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資料のポイント
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公益側（3号）診療側（２号）支払側（１号） 専門委員
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【背景】患者のための薬局ビジョンと薬局薬剤師WGのとりまとめ

資料No.20230802-2063(2)-p3
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○2015年に策定された「患者のための薬局ビジョン」では『立地から機能へ』『対物業務から対人業務へ』のシフ
トが掲げられ、法改正も経てかかりつけ薬剤師・薬局の推進等の政策が進められています。

○薬局薬剤師WGのとりまとめ（2022年7月）では「対人業務の更なる充実」「ICT化への対応」「地域におけ
る役割」といった視点が挙げられており、2024年度改定に向けてこれらの視点も踏まえた検討が進められます。

薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するワーキンググループとりまとめ（令和4年7月11日）
○ 薬局薬剤師WGでは、基本的な考えとして主に、

① 処方箋受付時以外の対人業務（注）の充実が必要。また、対物業務を含む対人業務以外の業務の効率化が不可欠、
② 各種医療情報を活用して、薬局薬剤師DXを実現していく必要がある、
③ 地域全体で必要な薬剤師サービスを、地域の薬局全体で提供していくという観点が必要、
といった視点を挙げている。
（注）調剤後のフォローアップやポリファーマシー等の対応、セルフケア、セルフメディケーションの支援等の健康サポート業務等

➢処方箋への対応だけでなく、
・調剤後のフォローアップやポリファーマシー等の対応
・セルフケア、セルフメディケーションの支援等の健康サポート業務
等、処方箋受付時以外の対人業務の充実が必要。

➢ 対人業務を充実させるためには、対物業務を含む対人業務以
外の業務の効率化が不可欠。

１．対人業務の更なる充実

➢データヘルス改革・電子処方箋の導入を通じた、各種医療情
報を活用して、薬局薬剤師DXを実現していく必要がある。

2．ICT化への対応

➢地域包括ケアシステムにおける薬剤師サービスは多岐にわたっており、求められるすべての機能を単独の薬局が十分に有することは容
易ではない。

➢ 新興感染症や災害時等、地域全体で効率的・効果的に提供すべき薬剤師サービスがある。
⇒ 地域全体で必要な薬剤師サービスを、地域の薬局全体で提供していくという観点が必要。

３．地域における役割
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○調剤基本料は医薬品の備蓄等の体制整備にかかる経費を評価したもので、薬局経営の効率性を踏まえた区
分が設定されています。

○点数が最も高い調剤基本料１を算定する薬局数の割合は年々減少しており、2022年度改定により約70%
まで低下しています。

調剤基本料

資料No.20230802-2063(2)-p4
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支払側意見
・薬局の実態が期待通り変わったとは受け取
ることができず、薬学的管理指導がより充
実するような見直しが重要

・基本料１を算定しているのはどのような薬局
なのか、更に実態の検証が必要

調剤基本料１の要件がより厳しくなるか？

診療側意見（薬剤師）
・立地に依存せず、地域住民に対して必要
な機能を有していくことが重要

・都市部と地方では環境が異なるため、処方
箋枚数（受付回数）と集中率と共に地域
の医療資源の状況も踏まえた検討が必要

診療側意見（医師）
・前回改定で体系を大きく変えたばかりで、新
しい体系を踏まえた分析評価が十分に行え
るかが鍵となる

・病院と薬局の偏在が大きな問題であり、調
剤財源で適切に対人業務へのシフトを行う
と同時に、薬剤師評価は薬剤政策全体の
観点から検討を深めていくべき
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敷地内薬局（特別調剤基本料）
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敷地内薬局の基準がより厳格化されるか？
○特別調剤基本料を算定している敷地内薬局では、全薬局と比較して地域支援体制加算の届出割合が低い

ことなどや、敷地内薬局がある医療機関のうち敷地内薬局と連携していると認識されていないことが多い状況が
報告されています。

MPSコメント
・調剤基本料や敷地内薬局（特別調剤
基本料）は、実態調査の結果によっては
より厳格化される可能性が予想され、医
療機関との連携体制の構築により患者に
とってよりよい薬学管理指導が実践されて
いるかがポイントになると考えられます

支払側意見
・医療機関側から見ると連携が必ずしもされ
ていない状況となっており、連携していても
「業務の簡素化」が最も多いことを踏まえ、
実態をより詳細に把握し、場合によっては特
別調剤基本料以外の項目についても更な
る見直しを検討すべき

診療側意見（薬剤師）
・敷地内薬局はその後も増加しており、また
医療機関の施設建設などを条件とするなど
不適切な募集も見られる

・国の目指す姿に逆行しており、更なる強い
対応が不可欠

n=452 医療機関数 割合
敷地内薬局あり 18 4.0%
うち、敷地内薬局との連携あり 7 （38.9%）
うち、敷地内薬局との連携なし 11 （61.1%）

敷地内薬局なし 434 96.0%
（参考）令和5年7月26日中医協総会資料「調剤について（その１）」を基に日医工（株）が作成
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地域支援体制加算（医薬品の備蓄）
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要指導医薬品・一般用医薬品の備蓄品目数が基準に加わるか？
○医療用医薬品の備蓄品目数は加算を届けている薬局が多い傾向があると報告されました。
○要指導医薬品・一般用医薬品については加算の有無による区別はされていませんが、備蓄品目数にバラツキ

があることが提示されました。

支払側意見
・まだ実績評価が弱い印象があり、例えば
OTC医薬品の販売状況を踏まえ、要件の
厳格化が必要

診療側意見（薬剤師）
・引き続き体制や機能が充実している薬局に
おいて取り組みが推進されるような形で評価
していくべき

・一つの薬局で完結することには限界があり、
地域の薬局と連携した体制を整備し、地域
の関係者、行政が把握できるようにする取
組も進めていく視点が必要

MPSコメント
・医療用医薬品だけでなく、OTC医薬品の
備蓄品目数の基準が設けられる可能性も
考えられます。

診療側意見（医師）
・地域に根差しているか、地域で連携が図れ
ているか、24時間対応しているのか、という
点を評価していくべき
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麻薬調剤対応
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麻薬調剤対応の有無により体制評価が分かれるか？

○麻薬調剤の実績は、10件以下（月１回前後）が約半数である一方、100件以上の薬局も８％程度ある
ことが報告されました。

診療側意見（薬剤師）
・緩和ケア対応するための麻薬の備蓄管理が
大きな負担となっており、医療材料の準備も
必要となるため、医薬品等の供給拠点として
の役割を果たせるような評価も重要

MPSコメント
・麻薬の調剤や指導管理については個々の報
酬が設定されていますが、今回は「体制に関
する評価」の中で資料が提示されていることを
踏まえると、麻薬の備蓄体制を評価する方
向性も考えられます。

【今からできる準備】
・麻薬小売業免許の取得検討
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後発医薬品
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MPSコメント
・後発医薬品については、第4期医療費適正
化計画で設定される新たな数値目標がどの
ようになるかを踏まえた上で検討がなされると
考えられますが、現時点では未定です

支払側意見
・安定供給が困難な品目に配慮はしつつも、
国の目標を踏まえ、保険財政の観点から使
用促進が引き続き重要

診療側意見（薬剤師）
・後発医薬品や安定供給の課題は別途議論
されると認識しており、これ以上現場に混乱
を与えない形で、解決に向けた更なる対応を
お願いしたい

厚労省事務局
・薬局だけのテーマではないため別途議論する
機会を設けたい

2023年7月20日医療費適正化計画基本方針 ⑴ 後発医薬品及びバイオ後続品の使用促進に関する数値目標
後発医薬品については、その使用割合は数量ベースでは現行の目標である80％に達している都道府県もある一方で、金額ベースではまだ低い水準にある

ことや、供給不安が続いているといった課題がある。
こうした中で、国は、今後、骨太方針2021の「後発医薬品の数量シェアを、2023年度末までに全ての都道府県で80％以上とする」という政府目標を、

金額ベース等の観点を踏まえて見直すこととしており、都道府県においては、第四期都道府県医療費適正化計画における後発医薬品の使用促進に関する
数値目標を、新たな政府目標を踏まえ、令和６年度に設定することが考えられる。なお、現時点で数量ベースの使用割合が80％に達していない都道府県
においては、当面の目標として、可能な限り早期に80％以上に到達することを目標とすることが望ましい。
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